























































































































































































































ケート結果から、ある一定程度の学生（約 87％ ) の興味を引き出したと考
えられる。今後は依然興味を示さなかった学生層にも、何か心に残るような
授業展開を考えていきたい。そのためには、視聴覚を利用した教材をもう少
し増やすことや、グループワークの問いかけ方法（より難易度の高い課題を
出すと、基礎でつまずいている学生も興味を示す ) にも工夫をしていきたい。
シラバスの記入方法にも注意し、授業に抵抗なく入ってこられるように誘導
していきたい。
グループワークをとおして学ぶ古典文学
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註
１）グループワークを取り入れた授業に関しては、2015 年３月に実施した
大正大学教育開発推進センターＦＤにおいて、東京大学教育学部附属
中等教育学校の江頭双美子氏（国語科担当 ) にご教示いただいた内容を
参考にした。その他に佐藤学氏『学校を改革する』岩波ブックレット
842（2012 年）なども参考にした。
２）前掲１）の研修、佐藤学氏『学校を改革する』岩波ブックレット 842（2012
年）による。
３）佐藤学氏『学校を改革する』岩波ブックレット 842（2012 年）
「第４章共同的学びによる授業改革　〈基礎〉から〈発展〉へ学びが進む
とは限らない」において、〈共有の課題〉と〈ジャンプの課題〉両方の
重要性が指摘されている。
４）アンケートのグラフ化は、大正大学総合佛教研究所研究員大橋雅人氏の
協力を得て作成した。
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